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V310b X 線天文衛星代替機 (XARM) 搭載 Soft X-ray Imager (SXI) に向けた小型試作
CCD の性能評価
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我々は、X 線天文衛星代替機 (XARM)に搭載される Soft X-ray Imager (SXI) の開発を進めている。SXI は、
XARM 搭載軟 X 線撮像装置 (Xtend) の焦点面検出器であり、大面積裏面照射型 X 線 CCD 素子を 4 枚配置す
ることで、0.4–13 keV のエネルギー帯域で 38 分角四方という広い視野をカバーする。CCD 素子は、ひとみ衛
星に搭載された X 線 CCD カメラのものをベースとしながらも、特に以下の二点を中心に、改善を図る。
一つは、可視光の遮光率向上である。特に、X 線入射面上に形成された可視光遮断層におけるピンホールの数

を低減し、観測効率を向上させる。もう一点は、電荷転送効率の向上である。ウエハ内電荷転送路の静電ポテン
シャルにノッチ構造を持たせることで、電荷転送路の幅を小さくする。これにより信号電荷が電荷トラップを通
る確率が低くなり、電荷転送効率が向上し、結果として放射線損傷を軽減させる。
我々は試作 CCD としてまず、比較的短時間に製造可能であり、低コストで評価可能な小型素子を用いて、上

記改善箇所を重点的に評価する。評価試験のために大阪大学で構築している実験システムについて説明するとと
もに、最初の試作素子の評価結果についてもあわせて報告する。


